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向
日
市
、
長
岡
京
市
と
大
山

崎
町
を
昔
か
ら
乙
訓
（
お
と
く

に
）
地
域
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

古
事
記
や
日
本
書
記
に
「
弟

国
（
お
と
く
に
）」
と
い
う
地
名

の
由
来
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

弟
国
宮
は
、
西
暦
五
一
八
年

に
継
体
天
皇
が
筒
城
宮
か
ら
遷

宮
し
た
３
番
目
の
宮
で
す
。 

 

宮
跡
の
推
定
地
は
、
現
在
の

長
岡
京
市
今
里
付
近
（
乙
訓
寺

や
隣
接
し
た
長
岡
第
三
小
学
校

付
近
）
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

桓
武
天
皇
が
延
暦
三
年
（784

）

に「
長
岡
京
」に
遷
都
さ
れ
、
10

年
間
に
わ
た
っ
て
都
が
置
か
れ

ま
し
た
。 

築 つ
き

榊
講

さ
か
こ
う

常
夜
灯

じ
ょ
う
や
と
う 

天
保
13
年
（1842

年
）
に

伊
勢
参
り
の
講
の
一
つ
築
榊
講

の
人
々
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま

し
た
。 

 

現
在
は
、
家
並
み
の
谷
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
一

際
高
く
明
か
り
が
灯
さ
れ
、
西

国
街
道
を
往
来
す
る
人
々
の
安

全
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

向
日
市
文
化
資
料
館 

 

本
資
料
館
は
“
長
岡
京
の
歴

史
と
文
化
”
を
主
題
に
、
乙
訓

地
域
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
古
代
の
都
、
長
岡
京

（784

～794

年
）
の
宮
跡
の
一

角
に
遷
都
千
二
百
年
を
記
念
し

て
昭
和
５９
年(1984

）
建
設
開

館
さ
れ
ま
し
た
。 

 

館
内
に
は

常
設
展
示
と

し
て
「
長
岡

京
の
歴
史
と

文
化
」
を
発

掘
調
査
の
成

果
を
も
と
に

都
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。 

 

資
料
館
の
玄
関
前
に
は
元
稲

荷
古
墳
の
天
井
石
が
置
い
て
あ

り
ま
す
。 

 

土
曜
日
に
は
ア
ニ
メ
ー
タ
ー

の
方
も
居
ら
れ
館
内
を
説
明
し

て
頂
け
る
よ
う
で
す
。 

 

須
田
家

す

だ

け

住
宅 

 

屋
号
を
松
葉
屋
と
い
い
、
江

戸
時
代
末
ま
で
醤
油
の
製
造
販

売
を
営
ん
で
い
た
旧
家
。 

 

西
国
街
道
と
物
集
女
街
道
の

分
岐
点
に
あ
り
、
元
和
２
年

（1616

）
に
作
成
さ
れ
た
古
文

書
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

近
年
修
復
さ
れ
て
い
て
、
京

都
府
の
指
定
文
化
財
（
建
造
物
）

で
す
。 

 

元
稲
荷

も
と
い
な
り

古
墳

こ
ふ
ん 

 

向
日
神
社
北
側
、
勝
山
公
園

の
中
に
あ
る
元
稲
荷
古
墳
は
、

乙
訓
地
域
最
古
の
古
墳
で
、
三

世
紀
後
半
に
築
か
れ
た
全
長

約
94
ｍ
の
前
方
後
方
墳
で
す
。 

 

埴
輪
の
原
形
と
な
る
壷
形

埴
輪
や
特
殊
器
台
形
埴
輪
も

前
方
部
か
ら
出
土
し
て
い
ま

す
。
周
辺
に
は
、
弥
生
時
代
の

高
地
性
集
落
で
あ
る
北
山
遺

跡
が
あ
り
ま
す
。 

 

古
墳
の
周
囲
は
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
、元
稲
荷
古
墳
第
4
次

調
査
の
途
中
で
す
が
現
地
で

説
明
を
し
て
頂
け
感
激
し
ま

し
た
。 

 
向
日

む
こ
う

神
社 

 

「
明
神
さ
ん
」
の
名
で
親
し

ま
れ
て
い
る
養
老
２
年
（718

）

創
建
の
古

社
。
應
永

25

年

（1418
）

に
建
造
さ

れ
た
本
殿

は
、
室
町

時
代
の
三
間
社
流
造
（
さ
ん
げ

ん
し
ゃ
な
が
れ
づ
く
り
）
と
い

う
建
築
様
式
で
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

参
道
の
両
側
は
大
き
な
桜

の
木
で
覆
わ
れ
爽
快
で
あ
る

が
、
南
側
に
は
小
学
校
、
北
側

に
は
近
く
ま
で
住
宅
が
接
近

し
て
き
て
い
ま
す
。 

 

向
日
市
天
文
館 

 

向
日
市
天
文
館
の
周
辺
も

北
山
遺
跡
の
一
部
で
弥
生
中

期
の
集
落
の
跡
、
方
形
周
溝
墓

な
ど
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

天
文
館
は
、
未
来
を
担
う
青

少
年
は
も
と
よ
り
、
広
く
市
民

の
天
文
に
関
す
る
理
解
と
関

心
を
深
め
な
が
ら
、
宇
宙
の
美

し
さ
、
不
思
議
さ
の
体
験
を
通

し
、
市
民
文
化
の
創
造
と
発
展

を
願
い
開
設
し
た
も
の
で
す
。 

 

説
法

せ
っ
ぽ
う

石 い
し 

 

向
日
神
社
の
大
鳥
居
南
側

に
あ
る
大
き
な
石
。 

 

京
で
の
日
蓮
宗
の
布
教
活

動
を
禁
止
さ
れ
た
日
像
上
人

が
、
徳
治
２
年
（1307

）
頃
、

こ
の
石
の
上
で
西
国
街
道
を

行
き
交
う
人
々
に
説
法
を
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
長
岡
宮

な
が
お
か
き
ゅ
う

大
極

だ
い
ご
く

殿
院

で
ん
い
ん

跡あ
と 

 
向
日
市
鶏
冠
井
（
か
い
で
）

町
に
は
大
極
殿
と
い
う
地
名

が
あ
り
ま
す
。
大
極
殿
は
千
二

百
年
以
上
も
前
の
建
物
で
、
そ

の
名
称
が
今
も
地
名
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。 

 

長
岡
宮
の
正
面
玄
関
で
あ

る
朱
雀
門
の
真
北
に
配
置
さ

れ
、
そ
の
正
殿
が
天
皇
の
高
御

座
を
置
く
大
極
殿
で
す
。 

 

大
極
殿
は
、

天
皇
が
政
治

を
司
っ
た
場

所
で
、
発
掘
調

査
に
よ
っ
て

そ
の
位
置
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
39
年
に
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
、
現
在
は
大
極
殿
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

長
岡
宮
朝
堂
院

ち
ょ
う
ど
う
い
ん

跡あ
と 

 

長
岡
宮
の
役
所
は
、
朝
堂

院
・
内
裏
・
諸
官
庁
と
大
き
く

分
け
ら
れ
、
朝
堂
院
は
、
宮
の

中
央
に
あ
っ
て
国
家
的
な
儀

式
を
行
う
場
所
で
、
ち
ょ
う
ど

今
の
国
会
議
事
堂
に
相
当
し

ま
す
。 

 

平
成
17
年
に
翔
鸞
楼（
し
ょ

う
ら
ん
ろ
う
）
跡
が
発
掘
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
唐
の
制
度
や

文
化
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
証
で
し
ょ
う
。 

 

Ｓ
・
Ｏ 

○
向
日
市
文
化
資
料
館
・
小
森

館
長
を
は
じ
め
、
中
塚
技
師
・

市
川
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
・
向
日
市

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
中
島

技
師
に
は
大
変
に
お
世
話
に

な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

本
当
に
有
難
う
御
座
い

ま
し
た
。 

 

向
日
市 

わ
が
ま
ち
紹
介 

千
二
百
年
前
の
都
と
物
集
女
街
道
の
文
化
に
ふ
れ
る 

区

〟 
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３月度行事予定 
"淀川から三島の表玄関：津之江" 

月  日： 平成２０年３月１３日（木）  
集合場所：高槻市役所生涯学習センター1階ホール １３：００ 
順  路：市役所→高槻市水道部・消防署→清掃局→芥川歩道橋 

→筑紫津神社→津之江南遺跡（津之江小学校） 
→稲荷神社・アジャリの森→清水池→阪急高槻駅 

 

４月度行事予定 
"水路のまち：東五百住・津之江町" 

月  日： 平成２０年４月１０日（木）  
集合場所：阪急富田駅改札出口 １０：００集合  
順  路： 阪急富田駅→春日神社（五百神社）→常見寺→明然寺

→善照寺→天童橋→津之江水路→城西橋→ 
新川桜堤で花見→城西橋バス停→阪急高槻駅 

（天候により順路を変更します） 

津之江地区の案内は神保吉孝氏にして頂きます。 

一般参加者歓迎です。 

http://web3.ibj.co.jp/~kirin/f/2008/02_01_06.htm
http://web3.ibj.co.jp/~kirin/f/2008/02_01_05.htm

